
平成２９年第２回相馬市総合教育会議議事録 

 

１ 開催日時 

平成３０年２月１３日（火） 

開会 午後１時３０分  閉会 午後３時００分 

 

２ 開催場所 

相馬市役所 ３階 庁議室 

 

３ 出席した構成員 

相 馬 市 長   立 谷 秀 清 

教 育 長   堀 川 利 夫 

職務代理者   宗 形 明 子 

教 育 委 員   森   陽 子 

教 育 委 員   関 根   進 

 

４ 欠席した構成員      

教育委員    菅 野 明 彦 

 

５ 事務局関係 

（相馬市） 

企画政策部長   宇佐見 清 

企画政策課長   阿 部 勝 弘 

企画政策課長補佐  荒 川 誠 

（相馬市教育委員会） 

教育部長   持 館 直 正 

生涯学習部長   佐 藤 栄 喜 

総務課長   齋 藤 典 雄 

学校教育課長   渡 邉 義 人 

生涯学習課長   高 橋 利 宗 

 

６ 傍 聴 人            なし 

 

７ 協議事項 

（１）重点的に講ずべき施策について 

① 小中学校の給食費無償化について 

② アリーナ第二体育館の建設について 

③ 磯部小学校プールの改築について 

④ 給食食材の放射線検査の継続について 

（２）その他 

 

  



８ 議事の経過 

１ 開  会（企画政策課長） 

２ 市長あいさつ 

３ 協  議 

（１）重点的に講ずべき施策について 

①小中学校の給食費無料化について 

〇協議結果 平成 30 年 4月から給食費無料化を実施することとする。 

〇協議内容 

渡邉義人学校教育課長 （別紙資料により説明） 

立谷秀清市長 （補足説明） 

関根進委員 最初に心配した事は財源のこと。次に心配したのは、一度はじめたら

やめることができないであろうこと。しかし、財源の見込みについてもこの説明

を受けて安心した。 

宗形明子職務代理者 石炭灰受入事業の収益のグラフを見ると、大きく４つの波が

あるようだが何故か。 

立谷秀清市長 埋立地に使用している矢板の償却が終わることで収益が増えたり

することも見込んでいる。これは事業にかかる経費の変動によるもので、年間に

受け入れる石炭灰の量については 13 万トンとして見込んでいる。したがって、

事業収益が年度によって変動するものです。 

宗形明子職務代理者 相馬市産を含む地場産品の使用量は、どの程度を見込んでい

るのか。 

渡邉義人学校教育課長 使用する品目数で来年度は 12.1％を見込んでいます。 

 

②アリーナ第二体育館の建設について 

〇協議結果 現在の計画のとおり、中村字北町地内に建設することとする。 

〇協議内容 

佐藤栄喜生涯学習部長 （別紙資料により説明） 

立谷秀清市長 （補足説明） 

宗形明子職務代理者 現在の武道館として使用されているアリーナの床が、剣道に

適していないと言う意見がある。 

立谷秀清市長 今回の建設は体育館としての計画であるので、剣道にだけに配慮し

１棟建設することは出来ない。もし必要であれば、今後、現在のアリーナ床の改

修について検討することも考えられる。現在は、川沼体育館の代替施設として財

源も含めて進めており、大会誘致を推進したい。 

関根進委員 図面を見ると２階があるようだが、エレベータはあるのか。 

立谷秀清市長 エレベータはありません。 

森陽子委員 公式の大会ができる大きさなのか。 

立谷秀清市長 川沼体育館の大きさに上乗せして、面積を大きくする考えです。 

 

③磯部小学校プールの改築について 

〇協議結果 現在の計画のとおりプールを改築することとする。 

〇協議内容 



齋藤典雄総務課長 （別紙資料により説明） 

立谷秀清市長 （補足説明） 

（ 委員から特に意見なし ） 

 

④給食食材の放射線検査の継続について 

〇協議結果 これまでと同じく、新しい精度の高い検出装置を新たに購入し、給食食

材の放射線検査を継続することとする 

〇協議内容 

渡邉義人学校教育課長 （別紙資料により説明） 

立谷秀清市長 （補足説明） 

（ 委員から特に意見なし ） 

 

（２）その他 

宗形明子職務代理者 磯部小学校プール以外の学校プールも大変古い物ばかりだ

が、これをどのように捉えて対応していくのか。 

立谷秀清市長 なかなか難しいことなので、その都度考えて対応したい。プール以

外にも公民館が古くなってきているので、建て替えの要望があるが、全てを実現

するためには財源を確保しなければならない。補助金の採択となる条件が整えば

考えることになる。おそらく磯部地区以外からも声が出てくると考えている。 

森陽子委員 放射能に関して、自然由来の放射線についても保護者の意識が曖昧な

ままである。学校では説明をしているものの、説明会に出で来ないことが課題で

ある。 

立谷秀清市長 分からなくても仕方ないことだと捉えている。事故に伴う被ばくは

「追加被ばく」であり、通常の生活する中で受けている自然由来の被ばくと区別

して説明しなければ、理解が難しいこと。これまで、この件に関しては何も言わ

ないできたが、そろそろ説明しても良い頃かと考えている。 

 

４ 閉  会 

 


